
三
年
喪
の
服
喪
期
間
に
就
い
て

竹

倉

げ拘
百
長

，_.. i9 ----

ハ
一
)

一
一
一
年
波
初
に
W
仰
す
る
問
題
は
鄭
玄
海
主
出
二
訟
の
お
立
を
見
る
資
料

ω
一
で
あ
る
o
'邸
主
は
二
十
七
月
一
訟
を
及
し
、
主
治
は
二
十
五
月
訟
を

ι
な
し
て
ゐ
る
。
一
的
殺
の
訟
の
分
岐
黙
は
儀
磁
土
浜
松
記
に

北
対
…
印
小
鮮
‘
日
成
此
常
事
、
又
秀
同
大
群
、
日
成
此
一
純
一
弟
、
中
月
出
瞬
、
け
八
ル
月
也
、
古
祭
米
配
、

と
あ
る
「
中
月
」
の
解
絡
に
存
す
る
と
…
誌
は
れ
て
ゐ
る
、
総
詑
間
停
に
、

期
弱
小
併
、

'q(
楽
ω
吋
又
州
初
出
大
併
、
有
憾
媛
、
中
月
同
訴
、
税
同
飲
賊
泊
、

と
あ
り
、
又

mm
同
小
縦
、
加
盟
主
小
終
有
応
、
又
初
出
大
併
、
居
後
山
枝
、
山
中
丹
市
瞬
、
都
市
林
、

と
あ
り
、
廷
に
又
.

期
間
小
鮮
、
練
冠
制
称
、
妥
結
不
除
、
:
:
:
、
又
期
同
大
群
、
一
一
一
治
続
協
去
、
中
月
耐
謡
、
諮
問
織
無
不
保
、

と
あ
る
は
、
共
に
上
の
士
民
総
記
の
文
に
倣
抑
制
仰
す
る
記
事
で
あ
り
、
此
の
「
中
汀
」
も
務
会
く
同
じ
意
で
あ
る
。
創
玄
は
依
般
の

以
て
「
間
月
レ
と
併
し
、

中
治
問
也
、
積
祭
名
、
山
胤
ハ
大
群
間
一
月
、
伎
一
俊
一
主
此
凡
二
十
七
月
、
結
之
一
一
一
一
向
僚
、
段
然
千
安
之
窓
也
、
・
:

と
る
穏
が
大
総
二
十
五
月
よ
り
/
一
月
を
隔
て
L

二
十
七
月
に
行
は
れ
る
と
見
‘
五
粛
は
、

「
中
月
」
乞
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玉
川
町
、
中
バ
お
バ
中
、
(
治
政
ハ
各
八
十
七
V

と
「
中
月
」
を
「
月
中
」
と
解
し
、
六
一
一
併
と
同
月
印
ち
二
十
瓦
汀
に
行
は
れ
る
と
見
た
の
で
あ
る

o
M
し
て
一
術
者
は
何
れ
も
税
祭
を
行
び
然
る

後
始
め
て
裂
が
謀
る
と
見
た
る
が
故
に
、
此
ぃ
院
に
J

見
ら
一
公
開
加
に
ww
ず
る
二
十
七
月
設
涜
に
二
十
五
日
バ
訟
が
な
さ
れ
る
に
主
っ
た
の
で
あ
る
。
新

か
る
見
地
に
な
っ
て
純
訟
に
見
え
る
、

孔
子
税
約
、
五
日
時
琴
、
間
不
成
襲
、
十
日
両
成
作
一
獄
、
(
…
ほ
弓
上
)

魯
人
有
朝
鮮
防
本
歌
者
、
:
:
:
夫
子
臼
、
叉
多
乎
哉
、
‘
始
月
別
主
也
、
(
向
上
」

投
獄
子
鱗
‘
燃
何
不
城
市
、
比
仰
向
不
入
恵
子
日
、
献
子
加
於
人
一
等
ム
犬
、
ハ
吋
上
)

有
子
資
既
税
事
而
続
爆
総
妙
、
ハ
向
上
)

総
而
樹
、
凡
品
川
川
緑
、
従
月
梁
‘
(
向
上
)

総
之
日
鼓
奈
川
今
、
告
民
有
総
也
、
(
一
波
版
印
制
〕

鮮
一
間
外
無
央
考
、
総
市
内
無
川
八
者
、
柴
作
尖
故
也
、
(
一
波
版
大
記
)

山
部
.
比
一
…
少
の
州
側
兵
が
ふ
仔
し
、
夫
、
立
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
鮮
の
近
日
に
柴
が
作
る
こ
と
、
並
に
そ
れ
に
類
す
る
事
笠
宮
示
す
記

事
を
併
し
て
.
正
治
は
鱗
祭
が
大
昨
と
同
月
に
行
は
れ
る
放
で
あ
る
と
云
ひ
も
郷
玄
は
此
の
楽
は
省
楽
で
あ
り
、
五
柴
は
二
十
七
月
訴
祭
の
後

に
作
る
と
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
と
一
氏
。
て
、
夫
々
の
訟
の
設
援
と
注
し
て
、
論
駁
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
に
就
い
て
は
、
総

記
憶
弓
上
の
孔
剥
注
正
義
、
辺
地
(
各
八
十
七
、
説
書
…
踏
芯
、
来
苔
統
計
一
一
円
法
に
時
記
各
文
の
簿
記
に
就
い
て
見
る
と
と
が
山
来
る
。

以
上
は
鄭
五
一
一
訟
の
概
附
で

b
る
。
以
下
と
れ
に
就
い
て
些
か
吟
味
し
て
見
ょ
う
と
川
山
ふ
。
郷
一
土
二
一
況
は
上
波
の
如
く
、
何
れ
も
氏
以
と
訴

と
を
一
小
離
の
も
の
と
し
て
論
じ
、
そ
の
訟
を
な
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
先
づ
訴
月
に
開
削
し
て
考
祭
し
よ
う
。

r-... 

一-、._./

税
月
を
考
察
す
る
に
対
り
、
先
づ
十
一
一
炭
総
花
に
於
け
る
「
中
月
」
の
解
制
仰
に
就
い
て
リ
ル
る
に
，

一
土
品
川
が
つ
バ
山
中
」
と
併
す
る
は
「
中
凶
」
「
中



谷
」
を
「
間
中
」
「
谷
巾
」
と
併
す
る
例
が
詩
経
そ
の
他
に
成
主
存
在
ナ
る
‘
と
れ
に
釘
し
郷
玄
が
「
印
バ
ー
一
と
解
す
る
は
純
記
事
記
K
T

北

年

入

事

、

中

年

考

校

、

，

と
あ
り
、
向
じ
く
喪
服
小
詑
に
、

安
約
於
妥
組
始
、
亡
別
中
一
以
上
向
樹
、
約
必
以
昭
移
、

と
あ
る
の
が
そ
の
例
と
し
て
お
e

げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
喪
服
小
詑
の
文
は
‘
昭
穆
の
淵
係
を
池
ぺ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
故
、
明
か
に
「
.
中
こ
は
「
間
一

一
」
と
併
す
べ
き
で
あ
り
、
又
、
製
詑
は
此
の
文
に
次
い
で
、
一
年
、
三
年
、
五
年
、
七
年
、
九
年
の
製
問
の
階
科
一
を
示
し
て
ゐ
る
故
、
此
の

「
中
年
」
は
常
然
「
間
年
」
と
併
す
ぺ
く
、
保
川
玄
が
前
文
の
一
託
に
「
中
猫
問
削
也
」
と
し
て
ゐ
る
の
は
極
め
て
五
常
で
あ
る
。
'
既
に
製
記
の
「
中

年
」
を
「
間
年
」
と
解
す
る
丘
ら
ば
、
士
氏
蹴
詑
の
「
中
月
」
を
郷
玄
の
如
く
「
間
月
」
と
解
す
る
は
磁
め
て
適
切
で
あ
り
、
五
指
の
解
州
伴
斥

受
賞
で
友
い
。
出
ち
、
士
民
総
記
の
記
事
は
鄭
亥
に
従
っ
て
「
二
十
七
月
穏
」
を
一
示
す
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

叉
、
路
詑
雑
記
下
を
見
る
に
、

mm
之
授
、
十
一
月
而
線
、
十
一
二
月
而
群
、
十
五
月
雨
謡
、

と
あ
る
。
此
の
文
は
期
授
に
就
い
て
述
べ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
「
十
三
月
間
鮮
」
は
ご
一
年
一
伐
に
於
け
る
「
二
十
五
月
大
群
」
に
相
訪
し
'

務
は
そ
れ
よ
り
一
月
を
係
て
λ

十
一
九
月
に
行
は
れ
る
と
あ
る
紡
よ
り
見
て
、
設
然
三
年
喪
に
於
て
も
亦
、
大
砕
よ
り
一
月
を
隔
て
h

二
十
七
月

比
諦
が
行
は
れ
る
と
見
な
け
れ
ば
左
ら
ぬ
。

突
に
、
二
十
七
月
稀
訟
は
決
し
て
郷
友
に
始
ま
っ
た
も
の
で
な
く
、
裁
徳
変
則
収
後
徐
に
は
、

二
十
五
月
大
内
二
十
七
月
謡
、
(
拙
稿

Z
)
・

--<会I 時吋

と
あ
り
、
白
虎
通
喪
服
篇
に
も
、

二
十
七
月
稿
、

と
見
え
て
ゐ
る
。
又
、
公
羊
体
関
公
二
年
の
何
休
注
は
、

「
是
月
」
を
併
し
、

士
縫
踏
誌
の
文
を
掲
げ
て
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先
月
者
、
二
十
七
月
也
‘

と
し
、
郷
玄
と
金
く
同
じ
仰
刑
務
を
な
し
て
ゐ
る
。
何
休
は
…
鄭
玄
と
昇
、
ペ
相
前
後
す
る
頃
の
人
で
あ
る
が
、
川
政
給
及
び
班
問
は
ル
ム
ハ
に
郷
玄
以
前
の
け
リ

人
で
、
牧
民
白
虎
過
の
詑
一
事
は
以
て
東
渓
初
期
(
小
川
十
帝
時
代
)
に
於
け
る
多
く
の
事
者
に
依
っ
て
支
持
さ
れ
主
挺
さ
れ
た
る
準
設
設
に
純
初
心

然
り
し
と
と
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。

以
上
に
依
っ
て
訴
が
二
十
七
月
託
行
は
る
べ
き
で
あ
る
と
云
ふ
と
と
は
、
昇
、
バ
一
刻
か
す
を
得
な
い
一
沈
で
あ
る
と
忠
ふ
。
喰
え
此
伝
で
問
題
に

な
る
の
は
鱗
詑
縫
弓
上
に
、

洋
出
高
、
在
日
J

認
も
走
河
川
J

持、

fdH-r!
企
庁

!
?
1
1ノ
吾
川
・

4
1
1
j
土
シ

と
あ
る
文
の
解
務
で
あ
る
。
此
の
文
の
み
に
J

成
い
て
見
れ
ば
、
此
の
「
交
月
」
は
上
の
「
鮮
」
の
月
宇
一
指
す
と
解
す
る
を
得
、
一
土
一
新
並
に
と
れ

を
支
持
す
る
思
考
は
斯
く
併
す
る
と
と
に
依
っ
て
、
先
に
揚
げ
た
る
詳
の
近
日
に
業
が
起
る
記
事
と
北
ハ
に
同
月
訴
訟
の
根
擦
と
し
て
ゐ
る
の
で

あ
る
。
併
し
な
が
ら
郷
玄
は
郷
芯
に
於
て
此
の
文
を
解
し
‘

鄭
答
越
前
一
式
、
昨
謂
大
鮮
二
十
五
月
、
是
月
税
、
二
十
七
月
、
非
諮
上
鮮
之
月
、
ハ
摘
M
W
J

と
総
じ
て
、
反
っ
て
一
一
十
七
月
税
の
殺
撲
と
し
て
ゐ
る
。
…
件
び
捜
弓
の
文
民
就
い
て
見
る

K
、
此
の
文
は
士
一
底
的
訟
の
文
と
相
類
す
る
記
述
す

あ
り
‘
恐
ら
く
と
れ
に
関
聯
し
て
述
べ
ら
れ
た
記
事
で
は
な
か
ら
う
か
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
斯
く
見
れ
ば
、
此
の
文
も
亦
氏
γ

ろ
郷
玄
の

如
く
解
す
る
の
が
正
笛
・
な
り
と
一
試
ふ
と
と
が
出
来
よ
う
。
孔
頴
逮
は
、

関
大
、
昨
符
紡
…
祖
先
月
瞬
、

mAA此
稿
月
間
様
、
二
者
各
自
得
議
、
事
不
利
子
、

(
閣
制
卜
…
〉

と
併
し
‘
叉
、
皮
錫
瑞
は
、

錫
端
索
、
郷
解
鮮
稿
、
本
政
徳
喪
服
綾
除
去
、
先
月
税
非
上
群
バ
、
料
山
川
不
易
、
一
土
山
肌
誤
認
特
記
、
遂
生
英
一
枝
、

と
論
じ
て
ゐ
る
。
悲
し
北
ハ
に
安
営
危
見
解
と
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
此
の
文
も
亦
主
治
一
訟
の
根
擦
と
は
な
ら
十
、
反
っ
て
鮮
税
収
(
月
な

る
と
と
を
示
し
、
上
に
述
べ
た
諸
事
一
以
と
北
ハ
に
愈
々
一
郷
玄
の
二
十
七
バ
一
線
訟
は
動
か
し
難
い
も
の
で
あ
る
と
忠
ふ
。
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以
上
述
べ
た
所
に
伏
っ
て
税
祭
が
二
十
七
月
に
行
は
れ
る
と
一
試
ふ
と
と
は
、
加
者
三
ル
一
般
と
し
て
認
む
べ
き
で
あ
る
と
思
ふ
が
、
然
ら
ば
と
れ
い

に
依
っ
て
喪
矧
を
郷
玄
の
如
く
二
十
七
月
と
見
る
と
と
が
可
能
で
あ
る
か
と
一
式
ふ
に
、
此
の
批
判
に
至
る
と
王
粛
の
二
十
五
舟
設
に
は
牢
問
た
る
・

根
擦
が
存
ホ
…
し
、
喪
拐
を
二
十
七
月
と
見
る
と
と
は
出
来
在
い
。

裕
子
純
論
筋
及
び
総
記
一
一
一
年
間
に
は
、

一
二
年
之
官
二
十
五
月
出
来
、

と
あ
り
、
公
学
問
公
二
年
俸
に
は
、

三
年
之
授
、
震
以
二
十
五
片
、

と
あ
り
、所
以
必
二
十
五
月
君
、
取
期
一
件
期
、
忠
信
漸
三
年
世
・
;

と
説
明
し
て
ゐ
る
。
叉
、
孝
経
緯
援
…

w契
に
は
、

一
波
不
遇
一
一
一
年
、
以
期
増
倍
、
五
五
二
十
五
月
、
一
不
民
有
粍
縁
結
雨
、

と
あ
り
、
白
虎
遇
喪
服
矯
は
公
ギ
伴
の
文
民
依
り
、
二
十
五
月
に
し
て
一
伎
の
移
る
と
と
を
指
摘
し
?
吏
に
後
漢
書
隙
忠
停
に
拡
げ
ら
れ
て
ゐ
る
J

隙
忠
の
上
疏
文
の
内
に
も
、

先
袈
総
人
情
、
問
説
明
北
ハ
節
、
制
服
二
十
五
月
、

と
見
え
て
ゐ
る
。
と
れ
等
の
詩
文
献
は
何
れ
も
二
十
五
月

K
L
て
誌
の
終
る
と
と
を
明
示
し
て
居
り
、
少
く
も
尉
末
よ
り
後
漢
に
至
る
迄
の
校

制
と
し
て
は
二
十
五
月
が
喪
期
の
五
時
な
り
と
見
怠
け
れ
ば
及
ら
ぬ
。
又
古
文
孝
経
史
観
章
の
孔
安
罰
俸
に
は
、

一
一
一
年
之
袋
、
一
貫
以
二
十
五
月
.

と
あ
り
、
誉
総
太
申
篇
の
「
慌
三
和
、

- ~3 … 

十
有
二
月
稲
川
」

な
る
文
に
お
す
る
孔
安
図
停
に
、
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湯
以
元
年
十
一
月
初
、
五
此
二
十
六
月
‘
一
一
一
年
間
以
顔
、

と
見
え
、
北
ハ
に
一
一
一
年
夜
間
例
を
以
て
二
十
五
月
と
し
て
ゐ
る
o
崇
経
及
び
叫
一
一
間
経
の
孔
安
協
停
は
仰
れ
も
後
祉
の
作
と
訟
は
れ
、
・
特
に
害
経
太
市
総
.

は
儀
作
で
あ
り
‘
そ
の
孔
体
も
亦
信
滋
し
難
い
が
、
兎
に
角
と
れ
等
孔
停
の
作
者
は
二
十
五
月
を
以
て
一
世
間
仰
の
五
時
と
見
て
ゐ
た
と
一
式
ふ
と
と

は
明
か
で
あ
る
。

更
に
椴
詑
喪
服
小
詑
に
は
珍

一
舟
期
之
喫
一
一
…
年
也
、
州
制
之
wx
二
年
也
、
:
:
:
期
間
然
路
‘
期
間
絵
央
選
也
、

と
あ
り
、
持
続
裂
の
原
別
と
し
て
期
を
以
て
誌
を
除
か
ね
ば
な
ら
む
と
述
べ
、
と
れ
叉
二
十
五
月
を
以
て
喪
期
と
す
べ
き
と
と
を
示
し
て
ゐ
る
ヲ

又
‘
純
詑
一
士
一
制
を
見
る
に
、

父
母
之
一
夜
、
一
一
一
年
不
従
政
、

と
あ
り
，
同
じ
く
雑
記
下
に
は
も

…

…

一

年

之

校

、

府

…

向

従

政

‘

，

と
あ
る
。
此
の
前
文
を
併
せ
考
ふ
れ
ば
も
三
年
央
は
二
十
王
バ
大
鮮
と
共
広
明
け
る
と
と
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。

ぇ
、
命
抗
川
喝
伴
内
務
て
も

山
v
e
F
-
z
'
H
H

一，B
札
制
酢

b
t
J
'
J
F

，ワa
a行

sag-z興

宰
我
問
、
一
一
一
年
之
官
‘
期
日
久
夫
、
京
子
三
年
不
忽
路
、
路
必
壊
、
一
一
一
年
不
免
梁
.
然
必
山
別
、
'

、
と
あ
る
市
我

ρ質
問
よ
り
す
れ
ば
、
兎
に
角
一
一
…
年
夜
明
の
開

ιは
芳
叫
仰
木
の
存
在
せ
ざ
る
と
と
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
が
、
純
詑
に
鮮
の
近
日
に

苛
換
が
作
る
記
事
の
存
在
す
る
事
授
は
、
た
と
ひ
そ
れ
が
行
叫
叩
別
で
あ
る
に
も
せ
よ
事
務
が
存
花
す
る
以
上
、
と
れ
を
以
て
し
で
も
裂
が
大
鮮
と

共
に
移
る
べ
き

J

と
と
を
知
ち
得
，
特
に
…
党
版
関
制
に
、

昨
之
日
技
指
芳
、
台
民
有
杉
也
，

と
あ
る
は
似
め
て
明
か
に
と
れ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
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向
、
ん
か
秋
に
就
い
て
見
る
に
文
公
一
一
年
各

ω経
文
に
、

公
子
途
如
榔
ハ
約
幣
、

と
あ
る
に
針
し
、
友
仰
は
「
料
也
い
と
併
し
て
ゐ
る
。
そ
の
訟
は
文
公
の
父
で
あ
る
は
わ
ハ
公
が
詑
じ
た
の
は
、
山
川
川
公
三
十
一
一
一
年
の
い
れ
文
に
、

十
有
一
一
一
月
、
公
奈
良
湖
ハ
‘
乙
巴
克
子
小
路
、

と
、
十
二
月
乙
日
と
な
っ
て
ゐ
る
が
も
十
二
月
に
は
乙
巳
の
日
な
く
、
そ
れ
は
十
…
月
十
四
日
比
和
蛍
す
る
。
放
に
此
の
十
引
二
月
は
十
一
引
「

ハ
H
3

月
の
設
で
、
路
つ
で
文
公
二
年
十
二
月

ι一
点
っ
て
二
十
六
と
な
り
‘
統
に
裂
が
明
け
て
ゐ
る
故
、
約
幣
を
以
て
織
な
り
と
解
し
た
の
で
、
絞
係

先
ハ
民
約
幣
の
月
を
…
況
は
ざ
る
も
、
そ
の
十
二
月
な
る
と
と
明
か
で
る
る
。
以
上
は
社
務
の
解
絡
で
あ
る
が
、
と
れ
に
依
れ
ば
左
侮
も
亦
二
十
五
日

月
を
以
て
…
世
間
別
と
し
て
ゐ
る
と
と
を
知
・
り
得
る
の
で
あ
る
。
公
羊
俸
に
於
て
は
文
公
二
年
の
杭
文
に
釘
し
、
一
般
民
約
幣
は
寄
せ
ざ
る
に
此
出
向

に
と
れ
を
設
す
る
は
終
を
示
せ
る
な
り
と
一
以
ひ
、
左
俸
に
反
し
て
此
の
翠
件
を
「
非
拘
」
と
見
て
ゐ
る
。
と
れ
に
訴
し
公
羊
停
は
、

・
:
何
淡
雨
、
諜
山
判
長
、
髪
一
一
一
年
之
外
、
如
何
乎
一
党
以
前
、
一
一
一
年
之
内
、
不
閥
婦
、

と
枕
明
し
て
ゐ
る
。
此
の
窓
は
伺
休
注
に
、

係
公
以
十
二
月
廷
、
五
此
未
満
二
十
五
月
、
又
純
先
約
釆
阿
川
名
約
士
一
口
及
約
幣
，
此
凶
刊
訂
在
一
ニ
年
之
内
、
故
一
五
稿
、

と
あ
る
如
く
で
あ
ら
う
。
此
の
場
合
に
於
け
る
資
際
の
一
婆
逆
は
文
公
四
年
に
あ
っ
て
、
明
か
に
…
佼
姿
と
は
一
以
へ
ぬ
の
で
あ
る
が
、
公
平
停
は
俗
一

公
の
、
発
月
を
十
二
月
と
見
た
穏
に
文
公
二
年
十
二
月
比
一
点
っ
て
二
十
五
月
に
満
た
宇
、
米
だ
突
が
明
け
ざ
る
に
約
幣
を
な
す
は
三
年
の
叶
内
に
悦
併

を
樹
る
と
と
に
な
る
放
‘
非
純
J

と
し
て
絞
っ
た
と
一
氏
ふ
の
で
あ
る
。
此
の
鮮
総
花
依
れ
ば
、
そ
の
義
に
於
て
は
介
一
停
と
呉
る
所
が
あ
り
、
又
此
，

の
公
羊
停
の
文
の
み
に
て
は
附
消
し
て
公
羊
停
に
於
け
る
夜
間
矧
が
二
十
五
凡
な
る
か
、
或
は
又
二
十
七
月
な
る
か
明
か
な
ら
ざ
る
も
‘
何
休
注
設

に
訴
に
揚
げ
た
関
公
二
年
公
羊
停
の
文
民
徴
し
て
も
公
羊
停
も
亦
…
佼
期
を
二
十
五
月
と
し
て
ゐ
る
と
と
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
穀
給
停
に
は
。

説
明
な
き
も
、
文
公
一
一
年
の
純
文
民
封
ず
る
沼
海
尽
に
は
、

夜
制
米
果
関
約
幣
、
書
非
機
也
‘
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と
同
九
え
.
公
ギ
停
及
び
何
休
一
訳
と
同
様
に
解
し
て
ゐ
る
も
の
プ
如
く
怠
は
れ
る
。

以
上
に
示
せ
る
如
く
ち
ぢ
代
の
文
献
並

K
諸
家
の
設
は
仰
れ
も
二
十
五
月
を
以
て
ん
焚
矧
と
し
、
大
鮮
と
北
ハ

ι…
交
が
彩
る
と
見
て
ゐ
る
と
と
を
‘

知
り
得
る
の
で
あ
る
。
と
れ
花
お
し
二
十
七
月
友
る
と
と
を
明
示
し
て
ゐ
る
も
の
は
、
全
く
存
在
し
友
い
o
M
m
玄
が
喪
服
を
二
十
七
パ
と
す
る

は
事
二
十
七
月
綜
を
喪
拐
に
加
へ
た
る
第
一
に
生
じ
来
っ
た
設
と
見
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

門
誌
〕
的
公
の
菟
月
に
就
い
え
は
、
柱
知
設
を
不
可
ざ
し
、
乙
巳
を
己
己
の
説
な
ら
ん
と
見
て
ゐ
る
も
の
も
あ
る
。
然
ろ
と
き
口
文
公
二
年
十
二
月
に
去
っ
て
ニ

十
五
月
に
潟
た
ず
、
喪
は
未
戸
張
ら
ぬ
故
、
京
俸
が
約
倣
市
在
以
て
「
総
也
」
さ
し
て
ゐ
る
の
は
怪
し
む
べ
き
で
あ
る
。
放
に
恐
ら
f
、
社
張
の
一
不
ナ
如
〈
、

佐
公
の
凝
月
は
十
一
月
乙
じ
で
、
少
く
も
左
俸
は
さ
う
見
た
の
で
あ
ら
う
さ
忠
は
れ
ろ
G

戦
々
・
友
氏
命
日
筆
は
ず
二
月
設
を
採
り
、
文
公
一
冗
年
に
同
月
の
存

悲
す
乃
都
民
に
依
っ
て
、
こ
れ
を
数
に
加
へ
れ
ば
、
ニ
十
五
月
さ
な
る
故
差
支
な
い
さ
論
じ
て
ゐ
る
。
併

L
、
白
虎
一
連
喪
服
篇
与
え
ろ
に
、

一
一
一
年
喪
不
以
問
月
数
何
、
以
骨
一
向
北
(
期
也
、
期
者
復
北
(
時
，
也
、
大
功
巳
下
月
獄
、
故
以
同
月
除
、

と
あ
る
。
一
一
一
年
喪
が
存
期
諜
で
あ
る
性
質
上
、
此
の
設
は
吏
訴
さ
一
氏
ふ
べ
く
、
こ
れ
に
依
れ
ば
命
日
鐘
の
設
に
は
路
ひ
難
い
。
併
し
何
れ
に
・
し
て
も
左
俸
が

喪
期
を
以
て
一
一
十
五
月
と
れ
凡
て
ゐ
た
こ
と
に
は
襲
り
が
な
い
。
今
し
ば
ら
く
柱
預
の
設
に
路
っ
て
お
〈
。

(四〉

以
上
越
ぺ
し
所
に
伏
り
、
自
分
は
…
公
開
樹
氏
関
す
る
間
以
り
主
粛
の
二
十
五
月
設
、
叉
と
れ
に
附
随
す
る
綴
月
に
就
い
て
は
、
鄭
支
の
二
十
七
日
付

設
は
、
点
人
々
確
た
る
根
嫁
を
脊
し
周
末
一
策
漢
の
鵡
設
並
托
総
制
と
し
て
億
M

憎
ん
す
べ
き
で

b
る
と
忠
ふ
。
斯
く
の
如
く
、
市
淀
却
は
二
十
五
月
で
あ

り
‘
税
汀
は
二
十
七
月
で
あ
る
の
が
、
夫
々
一
止
離
で

b
る
と
す
れ
ば
、
必
然
的
に
訴
は
夜
間
例
以
外
に
置
か
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
と
云
ふ
想

定
が
・
註
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
上
に
妨
げ
た
喪
服
間
判
例
，
主
制
及
び
雑
詑
の
文
、
並
に
諸
多
の
文
献
に
二
十
五
月
大
鮮
と
共
に
授
が
移
る
と
と
を
育

法
し
て
ゐ
る
の
は
最
も
雄
照
に
と
れ
を
玄
設
す
る
も
の
で
あ
る
。
践
に
大
鮮
と
北
ハ
に
裂
が
明
け
る
と
す
る
な
ら
ば
、
た
と
ヘ
主
粛
の
同
月
続
訟

を
探
る
も
治
艇
を
以
て
夜
拐
に
入
れ
る
と
と
は
出
来
な
い
。
殿
炎
武
は
日
知
銭
各
五
に
於
て
、
一
一
一
年
一
佼
に
関
し
て
論
究
し
て
ゐ
る
が
、
氏
は
…
味

期
花
開
し
で
は
主
婦
の
ニ
十
五
月
訟
を
以
て
古
児
殺
に
令
す
る
と
し
、
務
月
に
践
し
て
は
、
制
御
玄
の
二
十
七
月
訟
を
認
む
る
と
共
に
一
般
弓
上

0
・



「
鮮
泌
総
是
月
制
仰
い
な
る
文
民
針
す
る
一
土
瓶
の
鮮
総
に
い
て
向
月
綿
一
訟
を
も
認
め
て
ゐ
る
。
併
し
氏
は
そ
の
立
川
切
に
於
て
し
で
も
治
、

本
来
的
に
は
徐
般
の
後
に
あ
る
べ
き
と
と
を
指
擁
し
て
ゐ
る
。
部
ち
、

古
人
以
鮮
魚
…
俊
之
格
、
中
月
出
瞬
、
別
花
除
服
之
後
、
故
喪
服
間
制
一
…
…
一
ヘ
稔
之
日
鼓
中
来
月
今
、
一
以
M

バ
山
竹
修
也
、
:
:
:
(
一
河
川
一
郎
一
九
〉

部
は
ソ
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と
論
じ
て
ゐ
る
の
が
と
れ
で
あ
る
。

況
ん
や
、
…
悦
パ
ワ
上
の
文
は
岐
に
漣
べ
し
如
く
午
ろ
郊
五
の
如
く
解
す
る
の
が
会
常
で
あ
り
、
長
つ
二
十
七
月
艇
は
多
く
の
校
披
よ
り
し
て
川
末
s

奈
淡
の
純
試
料
制
と
し
て
五
燃
と
認
む
べ
き
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
此
の
関
係
は
一
清
明
か
で
、
訴
は
本
来
的
に
は
除
服
の
後
に
あ
り
と
凡
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
白
虎
治
喪
服
篇
並
び
に
公
羊
停
の
何
休
注
が
一
一
同
氏
於
て
二
十
五
の
喪
期
を
明
記
し
、
他
府
民
於
て
穏
月
を
二
十
七
バ
と

L
て

ゐ
る
の
は
、
仰
れ
も
一
止
燃
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
恐
ら
く
班
同
や
何
休
に
於
て
は
、
穏
を
除
服
の
後
部
ち
災
期
以
外
に
見
て
ゐ
た
r

と
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。

又
、
総
記
喪
服
小
記
に
、

潟
父
母
奏
長
子
稿
、

と
あ
る
に
依
れ
ば
、
絡
は
五
親
授
に
於
て
行
は
れ
る
も
の
で
あ
る
と
と
を
知
る
の
で
あ
る
が
、
一
迫
山
州
各
八
十
七
に
拡
げ
ら
れ
て
ゐ
る
郷
壊
之
筏

の
訟
の
内
に
は
v

免
許
無
稿
、

と
指
摘
し
て
ゐ
る
o

と
れ
に
依
れ
ば
、
艇
は
京
税
喪
に
於
て
の
み
存
校
す
る
祭
で
同
じ
一
一
一
年
裂
で
も
一
社
史
民
於
て
は
存
杭
し
な
い
の
で
あ
る
。

然
る
に
初
予
総
論
篇
を
見
る
に
‘

彼
君
(
子
)
者
間
有
潟
民
父
母
之
設
意
、
父
能
生
之
、
不
能
養
之
、
母
能
食
之
、
不
能
毅
裕
之
、
京
者
己
能
食
之
ム
犬
、
叉
リ
芯
.
H

毅
諒
之
者
也
ー

一
一
一
年
間
帯
乎
な
〈
也
、
:
:
:
京
出
備
之
者
也
、
三
年
課
乎
哉
:
:
:
、
以
一
二
年
一
事
之
、
治
未
一
足
也
直
ャ
俊
一
由
設
一
之
耳
、

と
、
宏
一
慌
に
就
い
て
論
じ
て
ゐ
る
。
部
ち
、
君
主
は
父
母
補
者
の
岡
山
を
殺
備
す
る
も
の
故
、
そ
の
喪
は
三
年
以
上
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
・
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れ
以
上
進
め
る
を
得
ぬ
の
で
、
父
母
に
準
じ
て
一
一
一
年
を
行
ふ
の
で
あ
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
o

斡
詩
外
航
内
容
六
、
命
部
一
一
同
大
川
町
(
べ
洋
一
認
知
的
)
等
に
も
-

等
々
と
れ
に
類
し
た
と
と
が
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
の
論
に
依
れ
ば
君
一
交
に
な
き
躍
祭
を
以
て
夜
間
別
の
内
K
入
れ
る
と
と
は
出
来
な
い
諜
で
、

続
を
喪
期
以
外
記
泣
く
べ
き
一
一
殺
に
な
り
得
る
と
忠
ふ
。

以
上
の
見
地
よ
り
し
て
綜
の
性
質
を
考
察
す
る
に
、
恐
ら
く
稀
は
至
親
喪
に
於
て
夜
間
紛
が
経
っ
た
後
民
、
遺
族
が
一
兆
者
を
日
追
憶
す
る
幻
に
行

は
れ
る
祭
で
を
裂
に
聯
関
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
一
段
に
一
佼
の
性
質
を
失
ひ
、
夜
間
却
の
内
に
加
ふ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
唯
々
受
は
二
十
五
月
大
鮮
と
共
に
皐
り
蓄
に
復
す
る
の
で
あ
る
が
‘
む
に
完
全
に
復
す
る
と
と
は
情
と
し
て
忍
び
ヂ
も
徐
々
に

と
れ
急
復
し
、
五
親
裂
に
於
て
は
穏
祭
を
限
度
と
し
て
師
寺
々
完
全
に
常
態
に
戻
っ
た
の
で
B

此
」
践
に
於
て
本
考
の
始
め
に
掲
げ
た
総
記
間
体
の

如
き
詑
一
惑
が
生
じ
た
も
の
と
忠
は
れ
る
が
、
後
そ
れ
自
殺
は
何
髭
ま
で
も
本
来
一
大
群
二
十
五
月
と
此
ハ
に
移
る
の
で
あ
り
、
随
っ
て
結
祭
は
夜
間
引

以
外
に
ゐ
く
ぺ
き
で
あ
ら
う
と
払
ふ
。

(泣
v

然
る
に
郷
玄
事
一
十
…
出
は
仰
れ
も
踏
を
以
て
「
除
夜
之
祭
」
と
し
、
…
長
期
医
加
へ
た
る
お
に
ト
郊
玄
は
二
十
七
月
訴
を
一
不
す
一
時
文
並
に
先
入
。

総
統
に
依
っ
て
喪
切
を
二
十
七
月

ι繰
下
げ
て
二
十
七
月
夜
期
設
を
な
し
‘
主
治
は
二
十
)
九
月
に
し
て
一
授
が
皐
る
と
云
ふ
信
採
す
べ
き
古
文
献

敢
に
先
人
の
脱
税
に
依
っ
て
務
主
二
十
五
月
に
繰
上
げ
て
同
月
詔
訟
を
な
す
に
去
っ
た
の
で
、
前
者
は
ふ
ん
ハ
に
そ
の
山
内
後
結
花
於
て
依
陥
が
存
す

る
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
併
し
と
れ
に
就
い
て
は
実
に
揺
の
性
伎
に
就
い
て
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
ん
ー

は
誌
な
る
想
定
に
止
め
る
。

之
を
裂
す
る
に
自
分
は
…
伏
期
に
似
附
す
る
限
り
正
競
の
二
十
五
月
訟
を
採
夕
、
一
授
は
二
十
五
月
大
鮮
と
共
に
山
知
る
と
見
、
と
れ
に
附
随
す
る
訓
仰
い

月
に
就
い
て
は
郷
玄
の
二
十
七
月
訟
を
五
台
と
し
ち
隆
っ
て
腐
は
…
世
間
制
よ
り
除
く
べ
き
で
あ
ら
う
と
去
ふ
恕
定
を
な
す
の
で
あ
る
。
斯
く
汚
へ

れ
ば
餓
詑
概
弓
そ
の
他
花
見
え
る
昨
の
近
日
比
梁
が
作
る
と
と
並
に
そ
れ
に
類
す
る
と
と
を
一
不
す
記
事
が
問
者
三
鮮
側
仰
さ
れ
得
る
様
に
川
山
は
れ
る
多

の
で
あ
る
。

向
、
鄭
芋
…
ニ
設
は
路
代
制
度
制
ハ
A
K
常
っ
て
常
に
論
議
さ
れ
、
又
古
来
多
く
の

mm去
に
伏
っ
て
論
じ
ら
れ
た
所
で
、
そ
れ
等
K
就
い
て
も
叶
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一
泊
す
る
を
裂
す
る
の
で
あ
る
が
、
前
殺
に
就
い
て
は
鶴
審
問
芯
も
に
就
い
て
、
そ
の
山

ω
治
立
た
九
る
を
料
、
又
後
者

ι就
い
℃

は
社
佑
吋
池
山
内
容
八
十
七
，
杭
枇
駁
紋
蹴
話
集
沿
務
十
二
…
悦
弓
上
、
派
}
九
十
五
加
伴
一
一
一
年
同
等
に
集
め
ら
れ
て
を
り
、
叉
日
知
総
各
五
そ
の
他
悩

人
の
研
究
に
依
っ
て
見
る
と
と
が
山
内
一
来
る
故
、
之
を
符
持
す
る
u

以
上
高
…
だ
域
特
で
あ
る
が
一
一
一
年
…
世
間
切
に
似
附
す
る
考
訟
を
終
る
と
と
為
す
る
。

門
前
〕
許
恨
詑
サ
〈
併
宇
一
別
部
綿
ゆ
ナ
に
は
、

静
除
版
祭
也
、
げ
訓
示
事
雄
、

ざ
わ
り
、
総
与
以
て
、
除
搬
の
祭
と
凡
て
ゐ
る
。
之
島
許
慌
自
身
の
手
に
係
る
も
の
ざ
す
れ
ば
邸
玄
、
一
土
加
の
鰐
に
開
削
す
る
凡
鮮
は
こ
れ
に
依
っ
た
も
の

で
あ
ら
う
と
見
る
、
、
と
が
出
来
よ
う
。
俳
し
、
段
五
殺
一
流
文
併
宇
訟
は
、
政
純
土
成
競
誌
の
文
の
郷
注
に
「
古
文
様
或
J

斜
塔
」
と
あ
る
岳
製
，
げ
、
許
慌

ι

於
て
は
引
に
「
導
」
字
に
依
り
た
る
べ
く
、
隣
っ
て
説
文
に
於
け
る
「
綿
」
字
は
後
人
の
帯
徒
に
係
る
さ
論
じ
て
ゐ
る
。
こ
れ
に
依
れ
ば
、
上
の
祉
関
も

応
、
…
叩
川
慌
自
'
井
の
も
の
で
な
く
後
人
の
手
に
成
り
、
山
中
る
織
広
、
五
加
以
下
の
「
綿
」
に
閥
ナ
る
凡
併
に
某
…
い
た
も
の
さ
凡
る
べ
、
き
で
あ
ら
、
フ
。

ゐー勾 ..... 
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